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2022年4月5日 

投資家のみなさまへ  

三菱ＵＦＪ国際投信株式会社 

 

 

三菱ＵＦＪ 米国バンクローンファンド 通貨選択シリーズ＜ロシアルーブルコース＞ 

（年２回分配型）〈愛称：スマートスター〉の設定・解約の受付再開について 

 

 

 

拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は弊社投資信託に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、弊社が運用する投資信託「三菱ＵＦＪ 米国バンクローンファンド 通貨選択シリーズ＜ロ

シアルーブルコース＞（年２回分配型）〈愛称：スマートスター〉」につきまして、2022年3月2日

以降、設定・解約のお申込み受付を停止させていただいておりましたが、当ファンドが投資を行う

外国投資信託の運用会社であるピムコ社より、NDF※マーケットの流動性が改善されつつあるとの報

告を受けました。そのため、当ファンドに関しまして、2022年4月12日より設定・解約のお申込み受

付を再開することが可能であると判断いたしましたので、ご案内申し上げます。 

 

【お申込み受付の再開の対象となるファンド】 

 ・三菱ＵＦＪ 米国バンクローンファンド 通貨選択シリーズ＜ロシアルーブルコース＞（年２回分配型）

〈愛称：スマートスター〉 

 

設定・解約のお申込み受付の再開およびその時期につきましては、販売会社によって異なる場合が

ございますので、再開後の設定・解約のお申込みの詳細につきましては、販売会社までお問合せい

ただきますようお願い申し上げます。 

 

なお、今後のマーケットの状況等によりましては、再び設定・解約のお申込受付を停止させてい

ただくこともございますので、何卒ご理解を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

※NDF とは、将来の所定の期日に対象通貨を用いた受け渡しを行わず、主に米ドルなど主要通貨で差

金決済のみ可能な為替先渡し取引（デリバティブ取引）です。NDF 取引では、市場の期待値（需給）

や規制の影響を大きく受けて価格が形成されます。そのため、為替取引によるプレミアム（金利

差相当分の収益）／コスト（金利差相当分の費用）は、理論上期待される短期金利差から大きく

乖離する場合があります。 

敬具 
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「三菱ＵＦＪ 米国バンクローンファンド 通貨選択シリーズ＜ロシアルーブルコース＞（年２回分

配型）〈愛称：スマートスター〉」の投資リスク、ファンドの費用等 

投資リスク    

 

 

 

 

 

 

 

  

流動性
リスク

有価証券等を売却あるいは取得しようとする際に、市場に十分な需要や供給がない場合や取引規制等により十分な
流動性の下での取引を行えない場合または取引が不可能となる場合、市場実勢から期待される価格より不利な価格
での取引となる可能性があります。また、バンクローンは、公社債と比べ、一般的に取引量も少ないため、流動性リス
クも高い傾向にあります。

カントリー・
リスク

新興国への投資は、先進国への投資を行う場合に比べ、投資対象国におけるクーデターや重大な政治体制の変更、
資産凍結を含む重大な規制の導入、政府のデフォルト等の発生による影響を受けることにより、為替変動・信用・流動
性の各リスクが大きくなる可能性があります。

各ファンドは、格付けの低いバンクローンを投資対象としており、格付けの高い公社債等への投資を行う場合に比べ、信用・流動性
の各リスクが大きくなる可能性があります。

各ファンド（マネープールファンドを除く）

価格変動
リスク

一般に、公社債等の価格は市場金利の変動等を受けて変動するため、各ファンドはその影響を受け組入公社債等の
価格の下落は基準価額の下落要因となります。

為替変動
リスク

■円コース
組入外貨建資産については、対円での為替ヘッジにより為替変動リスクの低減を図りますが、為替変動リスクを完全
に排除できるものではありません。対円での為替ヘッジを行う場合で円金利が米ドル金利より低いときには、これらの
金利差相当分が為替ヘッジによるコストとなります。ただし、為替市場の状況によっては、金利差相当分以上のヘッジ
コストとなる場合があります。
■米ドルコース
組入外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを行いませんので、対円での為替変動の影響を大きく受
けます。
■豪ドルコース■ブラジルレアルコース■メキシコペソコース■トルコリラコース■ロシアルーブルコース
各ファンドの組入外貨建資産は米ドル建て資産ですが、米ドル売り、各ファンドの対象通貨買いの為替取引を行うた
め、各ファンドの対象通貨の対円での為替変動の影響を大きく受けます。
為替取引を行う場合で当該通貨の金利が米ドル金利より低いときには、これらの金利差相当分が為替取引によるコス
トとなります。ただし、為替市場の状況によっては、金利差相当分以上の為替取引によるコストとなる場合があります。
為替に関する取引規制等がある場合など、通貨によっては、取引量が少なく需給動向等の影響を受けやすいため、市
場で取引もしくは公表されている金利と大きくカイ離した金利水準をもとに取引されることがあります。このため、当該
通貨の金利が米ドルより高いときであっても、為替取引によるコストが生じる場合があります。

信用
リスク

組入有価証券等（バンクローンを含みます。以下同じ。）の発行者や取引先等の経営・財務状況が悪化した場合また
はそれが予想された場合もしくはこれらに関する外部評価の悪化があった場合等には、当該組入有価証券等の価格
が下落することやその価値がなくなること、または利払い・償還金の支払いが滞ることがあります。

■その他の留意点

・ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリングオフ）の適用はありません。

・ファンドは、大量の解約が発生し短期間で解約資金を手当てする必要が生じた場合や主たる取引市場において市場環境が急変した場合等に、
一時的に組入資産の流動性が低下し、市場実勢から期待できる価格で取引できないリスク、取引量が限られてしまうリスクがあります。これによ

り、基準価額にマイナスの影響を及ぼす可能性や、換金の申込みの受付けが中止となる可能性、換金代金のお支払が遅延する可能性がありま
す。

・金融危機の発生等により、バンクローン等の市場流動性が極端に低下した際には、委託会社の判断により、購入・換金の申込みを中止すること

があります。

■基準価額の変動要因 
ファンドの基準価額は、組み入れている有価証券等の価格変動による影響を受けますが、これらの運用により信託財産に生じた
損益はすべて投資者のみなさまに帰属します。 
したがって、投資者のみなさまの投資元本が保証されているものではなく、基準価額の下落により損失を被り、投資元本を割り込
むことがあります。 
投資信託は預貯金と異なります。 
ファンドの基準価額の変動要因として、主に以下のリスクがあります。 
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ファンドの費用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ファンドの費用

お客さまが直接的に負担する費用

購入時手数料
購入価額に対して、上限3.3％（税抜 3％）（販売会社が定めます）

（購入される販売会社により異なります。くわしくは、販売会社にご確認ください。）

信託財産留保額 ありません。

お客さまが信託財産で間接的に負担する費用

運用管理費用

（信託報酬）

日々の純資産総額に対して、年率1.815％（税抜 年率1.65％）をかけた額

ファンドが投資対象とする投資信託証券では運用管理費用（信託報酬）はかかりませんので、お客さまが負担する実質的な運用

管理費用（信託報酬）は上記と同じです。

その他の費用・

手数料

監査法人に支払われるファンドの監査費用・有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料・投資対象とする

投資信託証券における諸費用および税金等・有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用・その他信

託事務の処理にかかる諸費用等についてもファンドが負担します。

※上記の費用・手数料については、売買条件等により異なるため、あらかじめ金額または上限額等を記載することはできません。

各ファンド（マネープールファンドを除く）

※運用管理費用（信託報酬）および監査費用は、日々計上され、ファンドの基準価額に反映されます。毎決算時または償還時にファンドから支払わ

   れます。

※上記の費用（手数料等）については、保有金額または保有期間等により異なるため、あらかじめ合計額等を記載することはできません。

   なお、ファンドが負担する費用（手数料等）の支払い実績は、交付運用報告書に開示されていますのでご参照ください。

商号
日本証券業

協会

一般社団法人

日本

投資顧問業

協会

一般社団法人

金融先物

取引業協会

一般社団法人

第二種

金融商品

取引業協会

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○

第四北越証券株式会社（毎月分配型のみ取扱） 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第128号 ○

株式会社南都銀行（毎月分配型のみ取扱） 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第15号 ○

株式会社三菱ＵＦＪ銀行（委託金融商品取引業者　三菱

ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社）

登録金融機関 関東財務局長（登金）第5号 ○ ○ ○

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2336号 ○ ○ ○ ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○

ファンド名称：三菱ＵＦＪ 米国バンクローンファンド 通貨選択シリーズ

登録番号等

販売会社情報一覧表

投資信託説明書（交付目論見書）のご請求は下記の販売会社まで

本資料のご利用にあたっての注意事項等 
●本資料は、三菱ＵＦＪ国際投信が作成した資料です。投資信託をご購入の場合は、販売会社よりお渡しする最新の投資信
託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。●本資料の内容は作成時点のものであり、
将来予告なく変更されることがあります。●本資料は信頼できると判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・
完全性等を保証するものではありません。●本資料中のグラフ・数値等は、過去の実績・状況であり、将来の市場環境等や運
用成果等を示唆・保証するものではありません。また税金・手数料等を考慮しておりませんので、実質的な投資成果を示すも
のではありません。●投資信託は、預金等や保険契約とは異なり、預金保険機構、保険契約者保護機構の保護の対象では
ありません。銀行等の登録金融機関でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の補償の対象ではありません。●投
資信託は、販売会社がお申込みの取扱いを行い委託会社が運用を行います。 


